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総論とSISTの活用法

１．総　論 
　1. 1　はじめに
　　「研究・開発にとって情報の伝達は，欠くことのできない部分である。すべての研究・開発にたず
さわる科学者や技術者，工学および基礎研究機関，学協会，政府諸機関は研究・開発に課せられた責
任と同様に，また同程度の意欲を持って，情報伝達に対する責任を果たさねばならない。」1963年（昭
和38年）に発表され，科学技術の情報流通に大きなインパクトを与えた，ワインバーグ・レポート1）

の冒頭の句である。科学技術情報を作り出す人はもとより，科学技術情報に関わりを持つすべての人
が情報伝達に責務を持つべきであると説いている。情報伝達を円滑にするための施策は，いくつか考
えることができよう。その中の一つが，科学技術情報の標準化という課題である。
　　標準化の思想は古くからあった。言葉や文字は，標準化の思想を底流に持っているが，標準化の思
想が最も花を咲かせたのは，工業分野であり，標準化は工業化社会を支える一つの柱であった。科学
技術情報量が増大し，生産，処理，流通と情報関連の業務が広がるにつれ，標準化の必要が生まれて
くる。しかし，情報の標準化は，物の場合の標準化とは考え方が異なってもさしつかえないであろう。
工業製品の場合には，標準化にある程度の規制の必要性があるが，情報の場合には各分野の伝統を尊
重し，それに基づく自由度がある程度必要とされ，それ故，そこに標準化の困難さがある。 

　　日本では，1969年（昭和44年）から計画されたNIST構想2）の中で，標準化は一つのテーマとして取
り上げられ，科学技術情報の流通に関する基準作りの活動が始められた。これが科学技術情報流通技
術基準（SIST: Standards for Information of Science and Technology）である。最初のSIST 01 は1980年（昭
和55年）に制定され，現在では作成された基準は14を数え，情報流通の円滑化に貢献している。情報
に係わる標準化はISO及びJISにおいても行われており，SISTではそれらとの整合性，相互補完性，あ
るいは連携も視野に入れて基準を策定した。
　　一方，情報システムが普及するに従い，科学技術情報流通の標準化においても，情報の静的な表現
の基準を定めるだけでなく，情報の生成から編集，蓄積，提供，利用までを連続的なプロセスとして
捉えてその実現の指針を示すことが，情報伝達をより円滑に行うために重要となってきている。SIST 

14「電子投稿規定作成のためのガイドライン」はこのような考えに基づき，従来とは異なる視点で制
定されたものである。
　　SISTの主旨は情報流通の整合性を高めるために，情報の表現，記録様式などに最低限のよるべき規
範を示すもので，情報の内容にまで立ち入っているわけではない。情報の流通を円滑化するためのシ
ステム間のすり合わせ，統一性を目的にしており，各システムの自由は保障されている。 

　　総論では，科学技術情報活動の中でどのようにしてSISTは生まれ，育ってきたか，そして国内外と
の標準化活動との関連について述べた。
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1. 2　SIST
　1. 2. 1　SISTの経緯
　　内閣総理大臣の諮問機関であった科学技術会議は，1969年（昭和44年）に「科学技術情報の全国的
流通システム」（NIST：National Information System for Science and Technology）構想を打ち出し，その
中で，情報処理技術に関する標準化を行う必要のあることを指摘した2）。特に標準化のために努力す
べき項目として，次の4項目を挙げた。 

　　　　・書誌記述データの標準化 

　　　　・二次情報化技術の標準化 

　　　　・科学技術用語の管理システムの確立 

　　　　・情報の発表，記録形式，記録伝達技術の標準化 

　その後のSISTの制定・普及事業の基礎は，このNIST構想により固められたものである。 

図1.1　NISTの基本的フレームワーク

　　NIST構想の中で要請のあった情報処理技術の標準化作業については，当初，JISの枠組みの中で検
討を行うことも考えられていた。しかし，情報流通に関する標準というものが鉱工業中心のJISにはな
じまないということから，当時は実際の検討までには至らなかった。 

　　このような状況の中，当時の科学技術庁（現在は文部科学省）は，1973年（昭和48年）に振興局（現
在は文部科学省研究振興局）局長の諮問機関として「科学技術情報流通技術基準検討会」を設置し，
ドキュメンテーション及び情報処理技術に関する「科学技術情報流通技術基準」（SIST：Standards for 

Information of Science and Technology）の作成と普及を行ってきた。 

　　具体的な原案作成作業は，基準検討会の下に置かれた作業部会で行われてきたが，1978年（昭和53年）
に，その業務が当時の日本科学技術情報センター（JICST，現在は科学技術振興機構（JST））に移管
された。JICSTでは，「科学技術情報流通技術基準作成委員会」を設置し，基準案の作成及び修正等の
具体的な作業を分担することになった。 

　　2003年（平成15年）10月の独立行政法人科学技術振興機構の発足と同時にSIST事業全体が文部科学
省からJSTに移管された。JSTは文部科学大臣に認可された中期計画に基づき，「科学技術情報流通技
術基準委員会」を設置して，SISTの作成及び普及を行ってきた。
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　SISTとして以下の14基準が制定されている。
　　　SIST 01 抄録作成 

　　　SIST 02 参照文献の書き方 

　　　SIST 03 書誌的情報交換用レコードフォーマット（外形式） 
　　　SIST 04 書誌的情報交換用レコードフォーマット（内形式） 
　　　SIST 05 雑誌名の表記 

　　　SIST 06 機関名の表記 

　　　SIST 07 学術雑誌の発行と構成
　　　SIST 08 学術論文の執筆と構成 

　　　SIST 09 科学技術レポートの様式 

　　　SIST 10 書誌データの記述 

　　　SIST 11 数値情報交換用レコード構成 

　　　SIST 12 会議予稿集の様式 

　　　SIST 13 索引作成 

　　　SIST 14 電子投稿規定作成のためのガイドライン 

　　JSTに移管後，SIST 02，05，06は2007年3月に改訂され，SIST 05の名称は「雑誌名の略記」から「雑
誌名の表記」に変更された。また，SIST 07，08は2010年3月に改訂され，SIST 07の名称は「学術雑誌
の構成とその要素」から「学術雑誌名の発行と構成」，SIST 08の名称は「学術論文の構成とその要素」
から「学術論文の執筆と構成」へといずれもプロセスを重視する名称に改称された。表1.1にSISTの制
定・改訂履歴を示す。
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　1. 2. 2　SIST制定の手順 
　　図1.2aにJST移管前（2003年9月）のSIST制定及び普及の流れを示し，この図に基づいて概略を説明
する。

 

図1.2a　SIST制定・普及の組織と流れ（2003年9月）

　　　（1） 文部科学省研究振興局に設置されたSIST検討会において，SISTとすべきテーマを選定する。 

　　　（2） この決定を受けて，科学技術振興事業団に設置されたSIST作成委員会の下に置かれたSIST案
作成委員会において，約1年をかけてSISTの原案を作成する。 

　　　（3） できあがった原案を， SIST作成委員会において審議し原案を固め，SIST検討会に提出する。 

　　　（4） SIST検討会において審議を行い，基準案として策定し，公表する。策定された基準案は，科
学技術振興事業団が印刷・発行する。 

　　　（5） 文部科学省及び科学技術振興事業団から関係各機関に送付するとともに，普及説明会におい
て説明を行い，基準案に対する意見等を聴取する。 

　　　（6） 策定後一年を経過した時点で，SIST作成委員会の下に，SIST案修正委員会を設け，その間に
得られた意見等を参考に基準案の見直しを行い，修正する。 

　　　（7） 基準案の策定の場合と同様に，SIST作成委員会及びSIST検討会の審議を経て，正式にSISTと
して制定する。 

　　　（8） 制定されたSISTは，科学技術振興事業団が印刷・発行する。 

　　　（9） 関係機関への配布，普及説明会等を通して，広く一般への普及を図る。 

　　　（10） 制定されたSISTは，原則として3年を経過するごとにSIST検討会において審議し，確認，改
定または廃止の手続きをとる。改定することになった場合は，新たにSIST案修正委員会を設
置して作業を行う。 

　　　（11） 上記の手続きを繰り返し，SISTの内容が常に適正なものであるように維持する。 

　　図1.2bにJST移管後（2003年10月以降）のSIST制定及び普及の流れを示し，この図に基づいて概略を
説明する。主な変更点は以下の2点である。
　　・SIST検討会（文部科学省）とSIST作成委員会（JST）のSIST委員会（JST）への統合
　　・インターネットの活用による意見聴取期間の短縮
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図1.2b　SIST制定・普及の組織と流れ（2003年10月以降）

　　　（1） 科学技術振興機構に設置された科学技術情報流通技術基準委員会（SIST委員会）において，
SISTとすべきテーマを選定する。 

　　　（2） SIST委員会の下にSIST原案作成のための分科会を設置し，約1年をかけてSISTの原案を作成
する。 

　　　（3） できあがった原案をSIST委員会において審議し，基準案を策定し，JSTホームページ等で公表
する。策定された基準案は，科学技術振興機構が印刷・発行する。 

　　　（4） 科学技術振興機構は，基準案について普及説明会において説明を行い，パブリックコメント
を募集し，基準案に対する意見等を聴取する。 

　　　（5） インターネットを活用する意見聴取を行い，その聴取期間（1～ 2ヶ月）に得られた意見等
を参考に分科会にて基準案の見直しを行い，必要があれば修正する。 

　　　（6） 基準案の策定の場合と同様に，SIST委員会の審議を経て，正式にSISTとして制定する。 

　　　（7） 制定されたSISTは，科学技術振興機構が印刷・発行する。 

　　　（8） JSTホームページでの公開，普及説明会等を通して，広く一般への普及を図る。 

　　　（9） 制定されたSISTは，原則として3年を経過するごとにSIST委員会において審議し，確認，改定
または廃止の手続きをとる。改定することになった場合は，新たに分科会を設置して作業を行
う。 

　　　（10） 上記の手続きを繰り返し，SISTの内容が常に適正なものであるように維持する。
 

　1. 2. 3　SIST検討会・委員会
　　SIST制定にあたっては，原案作成の段階からこれまでに200名以上の多くの委員にご尽力をいただ
いた。以下にSIST制定時の委員（1980-2009年度）及びSIST委員会委員（2003-2009年度）を示す。
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S
IS

T
検

討
会

・
委

員
会

（
●

○
）

1
大

塚
明

郎
（

IS
O

/T
C

46
国

内
対

策
専

門
委

員
会

）
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1

2
天

野
善

雄
（

国
際

医
学

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

○
○

○
○

○
○

2

3
役

　
昌

明
（

日
本

特
許

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

○
○

○
○

3

4
木

澤
　

誠
（

大
阪

大
学

／
図

書
館

情
報

大
学

）
○

○
○

○
○

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

4

5
染

野
　

檀
（

東
京

工
業

大
学

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5

6
田

村
修

二
（

工
業

技
術

院
標

準
部

）
○

○
○

○
○

6

7
田

辺
　

広
（

一
橋

大
学

）
○

○
○

○
○

7

8
中

井
　

浩
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
8

9
中

村
幸

雄
（

情
報

科
学

技
術

協
会

）
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
●

●
●

●
9

10
仲

本
秀

四
郎

（
日

本
原

子
力

研
究

所
）

○
○

○
▲

○
○

○
▲

○
▲

○
○

▲
○

○
○

▲
○

□
○

□
○

10

11
長

山
泰

介
（

日
本

医
薬

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

■
○

■
○

■
○

11

12
成

岡
昌

夫
（

名
古

屋
大

学
／

摂
南

大
学

）
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

12

13
濱

田
敏

郎
（

慶
應

義
塾

大
学

／
日

本
図

書
館

協
議

会
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
13

14
藤

原
鎮

男
（

東
京

大
学

／
千

葉
大

学
）

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

14

15
宮

内
宰

治
（

日
本

電
信

電
話

公
社

）
○

○
○

○
○

15

16
管

原
敏

夫
（

農
林

水
産

省
農

林
水

産
技

術
会

議
）

○
○

○
○

○
16

17
寺

村
由

比
子

（
国

立
国

会
図

書
館

／
駿

河
台

大
学

）
○

○
△

○
○

○
○

○
△

△
○

17

18
遠

山
敦

子
（

文
部

省
学

術
国

際
局

）
○

○
○

○
○

18

19
丸

山
昭

二
郎

（
国

立
国

会
図

書
館

）
○

○
○

○
○

○
○

19

20
川

島
　

順
（

日
本

特
許

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

○
○

○
○

○
○

20

21
栗

田
年

代
（

農
林

水
産

省
農

林
水

産
技

術
会

議
）

○
21

22
佐

々
木

敏
雄

（
東

京
大

学
／

図
書

館
情

報
大

学
）

▲
○

○
○

▲
○

○
22

23
佐

藤
博

美
（

日
本

電
信

電
話

公
社

）
○

○
23

24
下

川
純

一
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

○
○

○
24

25
田

保
橋

彬
（

文
部

省
学

術
国

際
局

）
○

25

26
向

井
　

保
（

工
業

技
術

院
標

準
部

）
○

○
26

27
山

内
脩

司
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
○

□
○

□
27

28
田

口
俊

郎
（

農
林

水
産

省
農

林
水

産
技

術
会

議
）

○
28

29
広

田
史

郎
（

文
部

省
学

術
国

際
局

）
○

29

30
石

山
　

洋
（

国
立

国
会

図
書

館
／

東
海

大
学

）
▲

○
○

○
○

▲
30

31
占

部
道

敏
（

文
部

省
学

術
国

際
局

）
○

○
31

32
太

田
健

一
郎

（
工

業
技

術
院

標
準

部
）

○
○

○
32

33
草

場
緋

紗
夫

（
農

林
水

産
省

農
林

水
産

技
術

会
議

）
○

○
33

34
久

保
勲

（
日

本
電

信
電

話
公

社
）

○
○

34

35
益

子
洋

一
郎

（
元

工
業

技
術

院
東

京
工

業
試

験
所

）
○

○
○

○
35

36
山

本
征

一
（

国
際

医
学

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

○
○

○
○

○
○

36

37
市

川
幸

郎
（

旭
硝

子
株

式
会

社
／

情
報

科
学

技
術

協
会

）
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
○

37

38
小

幡
行

雄
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

○
38

39
黒

澤
愼

治
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
39

40
坂

柳
迪

夫
（

農
林

水
産

省
農

林
水

産
技

術
会

議
）

○
○

40

41
西

尾
理

弘
（

文
部

省
学

術
国

際
局

）
○

41

42
溝

部
悦

夫
（

日
本

電
信

電
話

株
式

会
社

）
○

○
42

43
平

野
隆

之
（

工
業

技
術

院
標

準
部

）
○

43

44
安

永
尚

志
（

国
文

学
研

究
資

料
館

；
文

部
省

学
術

調
査

官
）

○
44

45
安

達
　

淳
（

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

；
文

部
省

学
術

調
査

官
）

○
45

46
沖

野
英

明
（

工
業

技
術

院
標

準
部

）
○

○
46

47
甲

斐
原

綾
子

（
国

立
国

会
図

書
館

）
○

○
47

48
川

瀬
　

晃
（

工
業

技
術

院
化

学
技

術
研

究
所

）
○

○
48

49
神

田
利

彦
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
49

50
須

田
　

了
（

日
本

工
学

会
）

○
○

○
○

○
○

50

・
SI

ST
番
号
の
後
の

rは
改
訂
，

sは
補
遺
制
定
を
示
す
。

・
○
□
△
は
そ
れ
ぞ
れ

SI
ST
検
討
会
・
委
員
会
委
員
，
作
成
委
員
会
委
員
，
修
正
委
員
会
・
分
科
会
委
員
を
示
す
。
黒
塗
り
（
●
■
▲
）
は
そ
れ
ぞ
れ
会
長
，
委
員
長
，
主
査
を
示
す
。
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02
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05

06
04

02
r

07
10

08
09
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12

13
02

r
14

02
s

02
r

05
r

06
r

07
r

08
r

19
80

07
19

81
03

19
83

03
19

84
03

19
85

03
19

86
03

19
87

03
19

90
03

19
90

12
19

92
03

19
97

03
20

01
07

20
03

03
20

07
03

20
10

03

51
高

橋
　

修
（

農
林

水
産

省
農

林
水

産
技

術
会

議
）

○
○

51

52
千

原
秀

昭
（

大
阪

大
学

／
化

学
情

報
協

会
）

○
○

○
○

○
●

52

53
長

澤
東

四
郎

（
日

本
電

信
電

話
株

式
会

社
）

○
53

54
高

山
正

也
（

慶
應

義
塾

大
学

／
国

立
公

文
書

館
）

▲
○

○
○

□
■

○
■

●
●

●
●

●
54

55
林

　
尚

志
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

55

56
石

田
惟

久
（

日
本

特
許

情
報

機
構

）
○

○
56

57
金

子
尚

武
（

日
本

物
理

学
会

）
○

○
57

58
倉

田
正

也
（

ダ
イ

ヤ
リ

サ
ー

チ
）

○
58

59
菅

原
秀

明
（

理
化

学
研

究
所

／
国

立
遺

伝
学

研
究

所
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

59

60
中

野
　

煕
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

○
60

61
新

田
義

孝
（

日
本

電
信

電
話

株
式

会
社

）
○

○
61

62
橋

爪
宏

達
（

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

；
文

部
省

学
術

調
査

官
）

○
○

62

63
宇

津
野

宏
二

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

○
□

63

64
久

保
田

正
明

（
工

業
技

術
院

化
学

技
術

研
究

所
）

○
64

65
佐

々
木

良
（

国
立

国
会

図
書

館
）

○
65

66
関

口
洋

一
（

農
林

水
産

省
農

林
水

産
技

術
会

議
）

○
66

67
丸

川
　

章
（

工
業

技
術

院
標

準
部

）
○

67

68
石

塚
英

弘
（

図
書

館
情

報
大

学
）

○
○

▲
○

○
○

○
○

○
68

69
大

山
敬

三
（

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

／
国

立
情

報
学

研
究

所
）

○
□

○
□

○
□

○
○

○
○

▲
○

▲
69

70
兼

谷
明

男
（

工
業

技
術

院
標

準
部

）
○

70

71
神

尾
達

夫
（

日
本

経
済

新
聞

社
／

日
経

リ
サ

ー
チ

株
式

会
社

）
△

△
○

71

72
佐

原
　

卓
（

科
学

技
術

振
興

事
業

団
）

○
□

72

73
鈴

木
博

道
（

国
際

医
学

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

○
○

○
○

○
○

○
73

74
高

木
清

継
（

農
林

水
産

省
農

業
研

究
セ

ン
タ

ー
）

○
74

75
高

谷
晴

生
（

工
業

技
術

院
物

質
工

学
工

業
技

術
研

究
所

）
○

75

76
平

松
伸

章
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

76

77
古

谷
　

実
（

ぷ
ろ

だ
く

し
ょ

ん
賦

智
）

○
▲

○
□

○
□

▲
○

▲
○

○
77

78
正

井
良

知
（

国
立

国
会

図
書

館
）

○
78

79
山

口
昭

則
（

日
本

特
許

情
報

機
構

）
○

79

80
山

田
豊

道
（

日
本

電
信

電
話

株
式

会
社

）
○

80

81
新

井
正

男
（

日
本

特
許

情
報

機
構

）
○

81

82
池

本
幸

雄
（

国
立

国
会

図
書

館
）

○
82

83
大

道
英

樹
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

83

84
岡

本
研

作
（

産
業

技
術

総
合

研
究

所
）

○
○

○
○

○
84

85
木

戸
達

雄
（

経
済

産
業

省
産

業
技

術
環

境
局

）
○

○
85

86
西

田
龍

正
（

科
学

技
術

振
興

事
業

団
）

○
□

86

87
水

島
　

明
（

農
業

技
術

研
究

機
構

）
○

○
87

88
上

原
恵

子
（

日
本

医
薬

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

○
○

○
○

○
88

88
川

上
溢

喜
（

日
本

特
許

情
報

機
構

）
○

88

88
戸

塚
隆

之
（

科
学

技
術

振
興

事
業

団
）

○
□

88

88
成

田
　

脩
（

日
本

原
子

力
研

究
所

）
○

88

88
西

垣
幸

雄
（

新
日

本
製

鉄
株

式
会

社
／

情
報

科
学

技
術

協
会

）
△

△
○

88

88
平

井
邦

造
（

情
報

科
学

技
術

協
会

／
ジ

ー
・

サ
ー

チ
）

○
○

○
○

88

88
米

村
明

史
（

国
立

国
会

図
書

館
）

○
88

89
和

泉
　

章
（

経
済

産
業

省
産

業
技

術
環

境
局

）
○

○
○

89

90
奥

　
直

也
（

日
本

特
許

情
報

機
構

）
○

○
○

90

91
加

藤
　

浩
（

国
立

国
会

図
書

館
）

○
○

○
91

92
小

林
愼

一
（

農
業

・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究
機

構
）

○
○

○
92

93
斎

藤
伸

雄
（

凸
版

印
刷

株
式

会
社

）
○

○
○

△
△

93

94
菅

野
育

子
（

愛
知

淑
徳

大
学

）
□

○
○

▲
○

▲
○

○
94

95
菅

原
　

悟
（

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
）

○
○

○
95

96
高

橋
征

生
（

日
本

機
械

学
会

）
□

□
△

□
○

○
○

○
○

96

97
田

村
紀

光
（

情
報

科
学

技
術

協
会

）
○

○
○

○
○

97

98
柳

川
隆

之
（

日
本

工
学

会
）

○
○

○
○

○
98

99
赤

松
幹

之
（

産
業

技
術

総
合

研
究

所
）

○
○

99

10
0

秋
元

良
仁

（
凸

版
印

刷
株

式
会

社
）

○
○

10
0

10
1

井
上

幹
邦

（
経

済
産

業
省

産
業

技
術

環
境

局
）

○
○

10
1
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氏
名

（
当

時
の

所
属

）
 

※
委

嘱
順

・
五

十
音

順

S
IS

T
番

号
（

上
段

）／
制

定
・

改
定

年
月

（
下

段
）

01
02

03
05

06
04

02
r

07
10

08
09

11
12

13
02

r
14

02
s

02
r

05
r

06
r

07
r

08
r

19
80

07
19

81
03

19
83

03
19

84
03

19
85

03
19

86
03

19
87

03
19

90
03

19
90

12
19

92
03

19
97

03
20

01
07

20
03

03
20

07
03

20
10

03

10
2

岸
田

和
明

（
慶

應
義

塾
大

学
）

○
○

10
2

10
3

倉
上

順
一

（
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

）
○

○
10

3

10
4

時
実

象
一

（
愛

知
大

学
）

△
△

○
△

○
△

10
4

10
5

林
　

哲
司

（
農

業
・

食
品

産
業

技
術

総
合

研
究

機
構

）
○

○
10

5

10
6

藤
田

節
子

（
東

洋
大

学
）

△
△

△
○

○
10

6

10
7

本
吉

理
彦

（
国

立
国

会
図

書
館

）
○

○
10

7

10
8

渡
邊

豊
英

（
日

本
特

許
情

報
機

構
）

○
○

10
8

S
IS

T
作

成
委

員
会

（
■

□
）

9
中

村
幸

雄
（

情
報

科
学

技
術

協
会

）
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
○

■
●

●
●

●
9

37
市

川
幸

郎
（

旭
硝

子
株

式
会

社
／

情
報

科
学

技
術

協
会

）
□

□
□

□
□

□
□

□
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
○

37

8
中

井
　

浩
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
8

11
長

山
泰

介
（

日
本

医
薬

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

□
○

■
○

■
○

■
○

11

14
藤

原
鎮

男
（

東
京

大
学

／
千

葉
大

学
）

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

14

4
木

澤
　

誠
（

大
阪

大
学

／
図

書
館

情
報

大
学

）
○

○
○

○
○

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

○
□

4

27
山

内
脩

司
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
○

□
○

□
27

39
黒

澤
愼

治
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
39

49
神

田
利

彦
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
○

□
○

□
49

10
仲

本
秀

四
郎

（
日

本
原

子
力

研
究

所
）

○
○

○
▲

○
○

○
▲

○
▲

○
○

▲
○

○
○

▲
○

□
○

□
○

10

63
宇

津
野

宏
二

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

○
□

63

69
大

山
敬

三
（

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

／
国

立
情

報
学

研
究

所
）

○
□

○
□

○
□

○
○

○
○

▲
○

▲
69

72
佐

原
　

卓
（

科
学

技
術

振
興

事
業

団
）

○
□

72

96
高

橋
征

生
（

日
本

機
械

学
会

）
□

□
△

□
○

○
○

○
○

96

54
高

山
正

也
（

慶
應

義
塾

大
学

／
国

立
公

文
書

館
）

▲
○

○
○

□
■

○
■

●
●

●
●

●
54

10
9

田
中

洋
一

（
凸

版
印

刷
株

式
会

社
）

□
□

10
9

11
0

小
川

恵
司

（
凸

版
印

刷
株

式
会

社
）

□
11

0

86
西

田
龍

正
（

科
学

技
術

振
興

事
業

団
）

○
□

86

77
古

谷
　

実
（

ぷ
ろ

だ
く

し
ょ

ん
賦

智
）

○
▲

○
□

○
□

▲
○

▲
○

○
77

88
戸

塚
隆

之
（

科
学

技
術

振
興

事
業

団
）

○
□

88

94
菅

野
育

子
（

愛
知

淑
徳

大
学

）
□

○
○

▲
○

▲
○

○
94

S
IS

T
案

修
正

委
員

会
・

S
IS

T
委

員
会

分
科

会
（

▲
△

）
11

1
木

下
是

雄
（

学
習

院
大

学
）

▲
11

1

11
2

新
井

　
勇

（
日

本
機

械
学

会
）

△
11

2

11
3

大
山

文
雄

（
医

学
中

央
雑

誌
刊

行
会

）
△

11
3

11
4

園
田

桂
一

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
11

4

11
5

山
本

充
昭

（
日

本
化

学
会

）
△

11
5

11
6

溝
口

歌
子

（
日

本
癌

学
会

）
△

11
6

11
7

小
林

　
胖

（
慶

應
義

塾
大

学
）

▲
11

7

11
8

上
田

修
一

（
筑

波
大

学
／

慶
應

義
塾

大
学

）
△

△
11

8

11
9

櫻
井

園
子

（
日

本
物

理
学

会
）

△
△

△
11

9

17
寺

村
由

比
子

（
国

立
国

会
図

書
館

／
駿

河
台

大
学

）
○

○
△

○
○

○
○

○
△

△
○

17

12
0

中
川

昭
太

郎
（

日
本

建
築

学
会

）
△

△
12

0

12
1

中
倉

良
夫

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
△

12
1

10
仲

本
秀

四
郎

（
日

本
原

子
力

研
究

所
）

○
○

○
▲

○
○

○
▲

○
▲

○
○

▲
○

○
○

▲
○

□
○

□
○

10

12
2

岡
　

智
範

（
IS

O
/T

C
97

/S
C

15
国

内
対

策
専

門
委

員
会

）
△

12
2

12
3

川
田

圭
一

（
日

本
電

信
電

話
公

社
）

△
12

3

12
4

小
宮

山
貞

夫
（

日
本

特
許

情
報

セ
ン

タ
ー

）
△

12
4

12
5

森
田

　
朗

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
12

5

12
6

内
藤

衛
亮

（
国

文
学

研
究

資
料

館
）

△
△

△
12

6

30
石

山
　

洋
（

国
立

国
会

図
書

館
／

東
海

大
学

）
▲

○
○

○
○

▲
30

12
7

石
田

王
佐

（
高

分
子

学
会

）
△

12
7

12
8

川
越

達
雄

（
土

木
学

会
）

△
12

8

12
9

佐
藤

和
貴

（
慶

應
義

塾
大

学
）

△
12

9

13
0

瀧
　

襄
一

郎
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
△

13
0

22
佐

々
木

敏
雄

（
東

京
大

学
／

図
書

館
情

報
大

学
）

▲
○

○
○

▲
○

○
22

13
1

田
村

裕
三

（
日

本
原

子
力

学
会

）
△

13
1

13
2

津
田

義
臣

（
富

士
通

株
式

会
社

）
△

13
2

13
3

土
橋

　
章

（
電

子
通

信
学

会
）

△
13

3
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氏
名

（
当

時
の

所
属

）
 

※
委

嘱
順

・
五

十
音

順

S
IS

T
番

号
（

上
段

）／
制

定
・

改
定

年
月

（
下

段
）

01
02

03
05

06
04

02
r

07
10

08
09

11
12

13
02

r
14

02
s

02
r

05
r

06
r

07
r

08
r

19
80

07
19

81
03

19
83

03
19

84
03

19
85

03
19

86
03

19
87

03
19

90
03

19
90

12
19

92
03

19
97

03
20

01
07

20
03

03
20

07
03

20
10

03

13
4

平
沼

明
子

（
日

本
医

薬
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
13

4

71
神

尾
達

夫
（

日
本

経
済

新
聞

社
／

日
経

リ
サ

ー
チ

株
式

会
社

）
△

△
○

71

13
5

田
村

貴
代

子
（

国
立

国
会

図
書

館
）

△
△

△
13

5

13
6

南
波

通
宏

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
13

6

13
7

玉
井

鉄
夫

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
13

7

13
8

田
村

俊
作

（
慶

應
義

塾
大

学
）

△
△

13
8

54
高

山
正

也
（

慶
應

義
塾

大
学

／
国

立
公

文
書

館
）

▲
○

○
○

□
■

○
■

●
●

●
●

●
54

13
9

清
水

昭
郎

（
日

本
原

子
力

研
究

所
）

△
13

9

14
0

曽
根

由
紀

子
（

日
本

科
学

技
術

情
報

セ
ン

タ
ー

）
△

14
0

14
1

前
田

直
昭

（
新

日
本

製
鉄

株
式

会
社

）
△

14
1

14
2

山
本

　
豊

（
東

邦
大

学
）

△
14

2

14
3

高
野

文
雄

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
14

3

14
4

門
條

　
司

（
化

学
情

報
協

会
／

三
洋

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

サ
ー

ビ
ス

）
△

△
14

4

14
5

川
島

　
勝

（
荏

原
製

作
所

）
△

14
5

14
6

作
山

宗
久

（
千

代
田

化
工

建
設

株
式

会
社

）
△

14
6

14
7

山
田

　
猛

（
日

本
学

会
事

務
セ

ン
タ

ー
）

△
△

14
7

14
8

渡
辺

俊
彦

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
△

14
8

14
9

竹
内

　
壽

（
国

立
国

会
図

書
館

／
跡

見
学

園
女

子
大

学
）

▲
▲

14
9

15
0

曽
我

部
健

（
三

菱
総

合
研

究
所

）
△

15
0

15
1

藤
井

雅
之

（
日

本
規

格
協

会
）

△
15

1

15
2

丸
山

　
昭

（
動

力
炉

核
燃

料
開

発
事

業
団

）
△

15
2

15
3

緑
川

信
之

（
図

書
館

情
報

大
学

）
△

△
15

3

15
4

大
保

信
夫

（
筑

波
大

学
）

△
15

4

15
5

小
山

照
夫

（
学

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
15

5

15
6

鈴
木

一
明

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
15

6

15
7

松
永

　
隆

（
旭

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

）
△

15
7

15
8

川
野

惟
二

（
情

報
科

学
技

術
協

会
）

△
15

8

15
9

佐
藤

正
行

（
日

本
化

学
会

）
△

15
9

16
0

神
山

陽
子

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
16

0

16
1

戸
田

愼
一

（
東

洋
大

学
）

△
16

1

16
2

倉
田

敬
子

（
慶

應
義

塾
大

学
）

△
16

2

16
3

斉
藤

尚
夫

（
日

本
科

学
技

術
情

報
セ

ン
タ

ー
）

△
16

3

77
古

谷
　

実
（

ぷ
ろ

だ
く

し
ょ

ん
賦

智
）

○
▲

○
□

○
□

▲
○

▲
○

○
77

16
4

大
塚

奈
奈

絵
（

国
立

国
会

図
書

館
）

△
16

4

16
5

久
米

敏
雄

（
科

学
技

術
振

興
事

業
団

）
△

16
5

10
6

藤
田

節
子

（
東

洋
大

学
）

△
△

△
○

○
10

6

16
6

藤
田

雅
子

（
日

本
薬

学
会

）
△

16
6

68
石

塚
英

弘
（

図
書

館
情

報
大

学
）

○
○

▲
○

○
○

○
○

○
68

16
7

長
田

孝
治

（
日

本
総

合
技

術
研

究
所

）
△

16
7

16
8

甲
斐

靖
幸

（
科

学
技

術
振

興
事

業
団

）
△

16
8

96
高

橋
征

生
（

日
本

機
械

学
会

）
□

□
△

□
○

○
○

○
○

96

16
9

野
末

俊
比

古
（

青
山

学
院

大
学

）
△

16
9

17
0

林
　

和
弘

（
日

本
化

学
会

）
△

△
△

17
0

17
1

小
林

一
春

（
国

立
国

会
図

書
館

）
△

△
17

1

17
2

岩
瀬

良
夫

（
情

報
処

理
学

会
）

△
△

17
2

17
3

棚
橋

佳
子

（
ト
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表1.3　SIST委員会委員（2003-2009年度）

・○と△（▽）はそれぞれSIST委員会委員，分科会委員を示す。
・黒塗り（●▲（▼））はそれぞれ委員長，分科会主査を示す。

氏名（当時の所属）
※委嘱順・五十音順

年度
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

1 千原秀昭（化学情報協会） ● ● 1
2 石塚英弘（筑波大学） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2
3 上原恵子（日本医薬情報センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3
4 大山敬三（国立情報学研究所） ○ ○ ○ ○▲ ○▲ ○▲ 4
5 岡本研作（産業技術総合研究所） ○ ○ ○ ○ 5
6 川上溢喜（日本特許情報機構） ○ 6
7 斎藤伸雄（凸版印刷株式会社） ○ ○ ○ ○△ △ △ 7
8 坂井喜毅（経済産業省産業技術環境局） ○ 8
9 菅野育子（愛知淑徳大学） ○ ○▽ ▽ ○▼ ○ ○ ○ 9

10 菅原秀明（国立遺伝学研究所） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
11 鈴木博道（国際医学情報センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
12 高橋征生（日本機械学会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
13 高山正也（慶應義塾大学／国立公文書館） ○ ○▼ ▼ ● ● ● ● 13
14 成田　脩（日本原子力研究所） ○ ○ 14
15 西垣幸雄（情報科学技術協会） ○ 15
16 平井邦造（ジー・サーチ） ○ ○ ○ ○ 16
17 古谷　実（ぷろだくしょん賦智） ○▲ ○▲ ▲ ○▲ ○ 17
18 水島　明（農業・生物系特定産業技術研究機構） ○ ○ 18
19 柳川隆之（日本工学会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19
20 米村明史（国立国会図書館） ○ ○ 20
21 小林　明（日本特許情報機構） ○ 21
22 瀬戸勝吉（経済産業省産業技術環境局） ○ 22
23 田村紀光（情報科学技術協会） ○ ○ ○ ○ ○ 23
24 和泉　章（経済産業省産業技術環境局） ○ ○ 24
25 奥　直也（日本特許情報機構） ○ ○ 25
26 加藤　浩（国立国会図書館） ○ ○ 26
27 小林愼一（農業・食品産業技術総合研究機構） ○ 27
28 菅原　悟（日本原子力研究開発機構） ○ ○ 28
29 湯川剛一郎（農業・食品産業技術総合研究機構） ○ 29
30 赤松幹之（産業技術総合研究所） ○ ○ 30
31 秋元良仁（凸版印刷株式会社） ○ ○ 31
32 井上幹邦（経済産業省産業技術環境局） ○ ○ 32
33 岩澤　聡（国立国会図書館） ○ 33
34 岸田和明（慶應義塾大学） ○ ○ 34
35 倉上順一（日本原子力研究開発機構） ○ ○ 35
36 時実象一（愛知大学） △ △ △ △ △ ○△ ○△ 36
37 林　哲司（農業・食品産業技術総合研究機構） ○ ○ 37
38 藤田節子（川村学園女子大学） △ △ △ △ ○ ○ 38
39 渡邊豊英（日本特許情報機構） ○ ○ 39
40 本吉理彦（国立国会図書館） ○ 40

分科会【SIST 02】（2003−2006年度）
17 古谷　実（ぷろだくしょん賦智） ○▲ ○▲ ▲ ○▲ ○ 17
41 岩瀬良夫（情報処理学会） △ △ △ △ 41
42 小林一春（国立国会図書館） △ △ △ △ 42
43 棚橋佳子（トムソンコーポレーション株式会社） △ △ △ △ 43
36 時実象一（愛知大学） △ △ △ △ △ ○△ ○△ 36
38 藤田節子（川村学園女子大学） △ △ △ △ ○ ○ 38
44 中村伸朗（科学技術振興機構） △ △ △ 44

分科会【SIST 05 / 06】（2004−2006年度）
13 高山正也（慶應義塾大学／国立公文書館） ○ ○▼ ▼ ● ● ● ● 13
9 菅野育子（愛知淑徳大学） ○ ○▽ ▽ ○▼ ○ ○ ○ 9

45 福島寿男（国立国会図書館） ▽ ▽ ▽ 45
46 小陳左和子（国立情報学研究所） ▽ ▽ ▽ 46
47 柴田由紀子（慶應義塾大学） ▽ ▽ ▽ 47
48 芦崎達雄（科学技術振興機構） ▽ ▽ 48
49 小川寿子（科学技術振興機構） ▽ 49

分科会【SIST 07 / 08】（2007−2009年度）
4 大山敬三（国立情報学研究所） ○ ○ ○ ○▲ ○▲ ○▲ 4

50 後路啓子（情報処理学会）　 △ △ △ 50
51 小山順一郎（国立国会図書館） △ 51
7 斎藤伸雄（凸版印刷株式会社） ○ ○ ○ ○△ △ △ 7

52 谷藤幹子（物質・材料研究機構） △ △ △ 52
36 時実象一（愛知大学） △ △ △ △ △ ○△ ○△ 36
53 林　和弘（日本化学会） △ △ △ 53
54 西尾初紀（国立国会図書館） △ 54
55 堀　純子（国立国会図書館） △ 55
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　1. 2. 4　SISTの普及活動 
　　科学技術振興機構はSISTの作成と，その後の見直し及び修正を行うとともに，SISTの趣旨と基準の
内容について，科学技術情報に携わる関係者の理解を深め，SISTの適用を促進するため普及活動を行っ
てきた。 

　　普及活動として，作成及び修正後の基準を編集・印刷し，多くの関係者に配布すること，学術雑誌・
技術レポート等を発行する学協会，図書館関係者，及び論文を執筆する研究者等を対象としたSIST普
及説明会の開催を当初より実施した。 また，1997年5月にはウェブ上にSIST全文を公開し，インターネッ
トを利用した情報発信を開始した。　 

　　普及説明会は， 1974年度（昭和49年度）に開始してから，2010年度（平成22年度）までに103回開催
した。2011年度は3回開催する。1988年（昭和63年）3月にはSIST制定・普及活動15周年記念の「科学
技術情報流通の標準化に関するシンポジウム」を開催した。
　　15周年記念では「SISTハンドブック」を発行し，第6版（2008年版）まで版を重ねた。各版の改訂
概要などを表1.4に示す。本書はこの第6版の改訂版に相当する。
　　また，SISTを紹介した雑誌記事・図書を参照文献欄のSIST文献集に示す。
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　　SISTのウェブサイトは2007年3月に改修・移転した（http://sist-jst.jp/）。2009年度以降のサイトのアク
セス状況を図1.3に示す。2011年5月のピークは他サイトでこのサイトが紹介されたためであり，1月の
ピークはSISTセミナーの参加者募集によるものである。

 

図1.3a　SISTウェブサイトの月次アクセス数（ページ数）

 

図1.3b　SISTウェブサイトの月次アクセス数（訪問数）
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　1. 2. 5　SIST事業の終了
　　JSTはその第2期中期計画（2007-2011年度）の最終年度である2011年度末をもってSIST事業を終了
をする。以下の事業終了のお知らせをSISTウェブサイトに2011年12月に掲載した。

SIST ご利用者の皆様

SIST（科学技術情報流通技術基準）事業の終了について

　科学技術会議（当時）提言の「科学技術情報の全国的流通システム（NIST）」構想に始まる
SIST の制定・普及活動は 1973 年（昭和 48 年）に開始され，既に 38 年が経過しました。SIST で
は，紙媒体の学術雑誌と論文の流通に必要とされる一通りの基準の制定を終え，また，紙媒体か
ら電子ジャーナルへという近年の動向に対応する改訂も終えています。
　今年度は当機構の第 2 期中期計画（2007-2011 年度）の最終年度にあたります。この中期計画で
は SIST 事業をその運用と普及の面から取り上げてセミナー等の開催を実施して参りました。

　最終年度にあたり，今後の SIST 事業の展開を次期中期計画策定の中で検討いたしました結果，
学術雑誌・論文についての基準（SIST 07 / SIST 08）についての今日の電子化状況を踏まえた
2010 年 3 月の改訂を区切りとし，今中期計画末（2012 年 3 月）で本事業を終了することといたし
ました。

　SIST は，主に国際標準である ISO 規格をもとに国内基準を制定し，これまでに図書館関係及
び学協会，更には論文等の執筆者の方々を中心に活用され，その意義を認められ，成果を上げて
きました。
　この間，200 名を超える委員会や分科会での委員の皆様の協力をいただきましたことに，ここ
にあらためて御礼申し上げます。
　インターネットとデジタル化に象徴される現在，標準化はこれを必要とするステークホルダー
自身つまり，研究コミュニティや関連業界が積極的に関与する形で進んでいます。例えば，メタデー
タのあり方等についても関係コミュニティ等で協議会が立ち上がっています。

　当機構は今後，こうした標準化の流れの中でステークホルダーの一機関として情報事業を通じ，
例えば，DOI，XML，研究者 ID 等について必要な基準策定に関与し，その成果の普及に努めて
行く予定です。
　なお，SIST 事業は終了いたしますが，SIST ウェブサイトは Q&A 等を拡充し，来年度以降も
公開を継続しますので，SIST 成果物は今後もご利用いただけますことをお知らせいたします。

　皆様のこれまでの SIST 事業へのご協力に対し，深く感謝申し上げます。

２０１１年１２月２１日
独立行政法人科学技術振興機構
イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 本 部
本部長（情報事業担当）門田博文
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1. 3　SISTとISO 
　1. 3. 1　ISO 
　　国際標準化機構（ISO：International Organization for Standardization）（http://www.iso.org/）は，国際
的な標準化活動の中心機関として1947年（昭和22年）に設立された。ISOは国際電気標準会議（IEC：
International Electrotechnical Commission）が担当する電気及び電子技術分野を除く全分野の国際規格を
制定しており，2011年（平成23年）9月現在で162か国が参加している。日本からは日本工業標準調査
会（JISC：Japanese Industrial Standards Committee）（http://www.jisc.go.jp/）が1952年（昭和27年）より
加盟している。ISOは各国の国家規格機関により構成され，ISO規格はこれらの機関の投票により決定
される。2011年9月現在で18,500件以上のISO 規格が制定されている。 

　　ISO規格の原案の提案・起草・審議はTC 1～ TC 263（一部のTCは既に解散）の218（2011年9月現在）
の専門委員会（TC：Technical Committee）とISO/IEC合同専門委員会（JTC 1，JTC 2）によって行われる。
TCには分科委員会（SC：Subcommittee）と作業グループ（WG：Working Group）が設置され，それぞ
れの任務分担に基づいてTCの事業の実質的部分を実行する。TC，SC及びWGにはそれぞれ各国加盟
機関はPメンバー（投票権を持つ）又はOメンバー（オブザーバー）として参加することができる。
　　各国が国内規格を制定する場合，ISO規格など国際規格がすでに存在する場合にはこれに整合させ
ることがWTO/TBT （World Trade Organization / Technical Barriers to Trade）協定（旧GATTスタンダード・
コード）によって義務付けられている。

　1. 3. 2　ISO/TC 46（情報とドキュメンテーション） 
　　情報とドキュメンテーションに関するISO規格はTC 46において審議される。TC 46で制定されたISO

規格は103件（2011年9月現在）あり，新規格案の審議及び現行のISO規格の見直し・改定が進められ
ている。我が国からは日本工業標準調査会がTC 46に正規会員として参加している。また，TC 46に関
係する国際規格原案の審議のため，ISO/TC 46国内委員会が財団法人日本規格協会に設置されている。 

　　表1.5はTC 46及びそのSCとWGの一覧及びその任務分担である。WGについてはTC 46に直属するも
のを示し，各SCに属するものは省略した。 
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　　　　　　　　　　　　表1. ５　 ISO/TC 46 の任務と組織

ISO／ TC 46（情報とドキュメンテーションに関する専門委員会）

SC・WG
名　　称
概　　要

WG 2
Coding of country names and related entities （国名コード）
国名および関連した事項のコード化の推進

WG 3

Conversion of written languages （書き言葉の変換）
ある言語の書き言葉（文字）の体系から他の言語の書き言葉（文字）
への変換方法の標準化

WG 6

Storage for archive materials （アーカイブ・ストレージ）
ISO 11799:2003 (Information and documentation ― Document storage 
requirements for archive and library materials) の改定WG

WG 7
Presentation of periodicals　（定期刊行物の体裁）
ISO 8:1977 (Documentation ― Presentation of periodicals) の改定WG

SC 4

Technical interoperability （相互運用手法）
情報関連機関における情報源およびその情報の相互運用に関する
標準化（ISO/IEC JTC1 との連絡の確保を含む）

SC 8
Quality ― Statistics and performance evaluation （統計と評価）
情報提供機関の活動に関する統計と評価の標準化

SC 9
Identification and description （識別と記述）
情報識別子と文献識別のための書誌記述に関する標準化

SC 11
Archives/records management （アーカイブと記録管理）
記録資料の管理に関する標準化

　　なお，TC 46が作成・伝達される情報の構造や内容を対象にしているのに対し，情報技術や通信技
術そのもののISO規格は，ISOと国際電気標準会議（IEC：International Electrotechnical Commission）の
合同専門委員会（Joint Technical Committee）であるISO/IEC JTC1（情報技術）で行われている。JTC 1

では2400件以上の規格が制定されている。国内委員会は情報処理学会にある情報規格調査会（ITSCJ）
である。

　1. 3. 3　SISTとISO/TC 46の関係 
　　表1.6にSISTと関連するISOを示す。SISTの多くは，TC 46で作成されたISO規格をベースに国内事情
に合わせて作成されており，従ってISO規格はSISTの制定に直接・間接的に強い影響を与えた。 
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記
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1. 4　SISTとJIS
　1. 4. 1　JIS 
　　日本工業規格（JIS：Japan Industrial Standards）は，1949年（昭和24年）の工業標準化法に基づく日
本の工業分野での標準規格である。JISは同法により設置された日本工業標準調査会（JISC）により審
議され，主務大臣により制定される。2011年（平成23年）3月末現在でJISの制定件数は10,259件である。 

　　1995年（平成7年）のWTO/TBT協定の締結によりJISの国際規格整合化が進んだ。2001年（平成13年）
には日本工業標準調査会は「標準化戦略」を発表した。その後の「国際標準総合戦略」（知的財産戦
略本部，2006年）も基本的にはこの戦略を踏襲しており，「国際標準を我が国主導で作成する」こと
が政策の基本理念となった。 

　1. 4. 2　ISO/TC 46関連のJIS 3）,4）

　　JISは鉱工業製品及び関連事項を主たる対象とした工業規格であり，TC 46の分野は当初その対象か
ら除外されていた。 

　　しかしながら，ドキュメンテーションの分野においてもコンピュータ化が進み，電子計算機等は当
然JISの対象となった。このような情勢から従来JIS制定の対象となっていなかった情報そのものに関
する規格の作成についても重要性が認識され，ISO規格に対応した規格が制定されることになった。「情
報処理」部門（部門コード：X）のJISは528件あり，TC 46に対応しているJISは以下の16件である（2011

年9月末現在）。 

　　　・JIS X 0304:2011　国名コード 

　　　・JIS X 0305:1999　国際標準図書番号（ISBN） 
　　　・JIS X 0306:1999　国際標準逐次刊行物番号（ISSN） 
　　　・JIS X 0308:2002　国際標準レコーディングコード（ISRC） 
　　　・JIS X 0701:2005　情報及びドキュメンテーション ― 用語
　　　・JIS X 0803:1995　会話型テキスト探索用コマンド 

　　　・JIS X 0806:1999　情報検索（Z39.50）応用サービス定義及びプロトコル仕様
　　　・JIS X 0807:1999　電子文献の引用法 

　　　・JIS X 0808:2001　図書館相互貸借応用のサービス定義 

　　　・JIS X 0809:2001　図書館相互貸借応用のプロトコル仕様－第1部：プロトコル仕様 

　　　・JIS X 0811:2002　電子的文献交換（GEDI）
　　　・JIS X 0812:2007　図書館パフォーマンス指標
　　　・JIS X 0814:2011　図書館統計
　　　・JIS X 0836:2005　ダブリンコアメタデータ基本記述要素集合
　　　・JIS X 0901:1991　シソーラスの構築及びその作成方法
　　　・JIS X 0902-1:2005　情報及びドキュメンテーション ― 記録管理 ― 第1部：総説

　　なお，TC 46関係の以下の2件のJISはそれぞれ2011年と2008年に廃止された。
　　　・ JIS X 0804:1996　情報交換用電子原稿の記述様式 

　　　・ JIS X 0805:1998　書誌データ要素台帳－第3部　情報検索 

　　前者はISO 12083:1994の翻訳であり，2011年1月に廃止されたが，このISO規格は2011年12月末現
在も有効である。後者はISO 8459-3:1994の翻訳であり，2008年3月に廃止された。このISO規格を含
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む8459シリーズは2009年にISO 8459:2009 （Information and documentation – Bibliographic data element 

directory for use in data exchange and enquiry） に統合された。

　1. 4. 3　SISTとJISの関係 
　　1.4.2.で述べたように，情報化社会の到来により，工業規格であるJISが情報関連の規格化に対応す
るようになった結果，SISTとの関係が生じるに至った。具体的にはSIST 05，06の旧版（1981年制定）
について，それぞれ「JIS X 0801 雑誌名の情報交換用略記方法」及び「JIS X 0802 機関名の情報交換
用表記方法」として1989年にJIS化された。 SIST 05，06は2007年3月に改訂され，和文誌名は省略・略
記せずに正式名を表記することになり，機関名も正式名表記を原則とした。この改訂により技術的内
容は少なくなったので，JSTから当該JISの廃止を申し出，JISの5年周期の見直しを経て2009年3月に廃
止された。

参照文献
　1） アメリカ大統領科学諮問委員会．科学と政府と情報：米国政府に対するワインバーグ報告．日本

原子力研究所技術情報部訳．日本ドクメンテーション協会，1966，54 p.,（NIPDOKシリーズ，1）．
　2） 科学技術会議．諮問第4号「科学技術情報の流通に関する基本的方策について」に対する答申．

1969．
　3） 日本規格協会情報技術標準化研究センター．情報とドキュメンテーション（ISO/TC 46）に関する

標準化活動．標準化ジャーナル．2006，36（6），p. 71-73．
　4） 宮澤彰．特集，情報活動と標準規格：総論：情報標準の世界．情報の科学と技術．2006，56（7）， p. 

302-306．

SIST文献集

1975-1979

 （1） 長山泰介，大井正一，太田泰弘，佐々木敏雄，竹内寿，溝口歌子．“抄録記述技術基準案につい
て”．第 11回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1974-10-15/16．日本科学技術情報センター，
1975，p. 15-21．

 （2） 抄録作成に関する基準：標準的な抄録の作成について．情報管理．1975，17（12），p. 919-923．
 （3） 寺村由比子．参照文献記述法の現状．科学技術文献サービス．1976，（44），p. 1-4．
 （4） 書誌的情報の記述に関する基準（案）（参照文献の書誌記述）．科学技術文献サービス．1976，（44），

p. 5-16．
 （5） 大井正一，上田修一，尾川多恵子，草間基，小松原康敏，寺村由比子．“書誌的情報の記述に関す

る基準案：参照文献の書誌的記述”．第 12回情報科学技術研究集会発表論文集．大阪，1975-10-

01/02．日本科学技術情報センター，1976，p. 21-28．
 （6） 書誌的情報の記述に関する基準（案） Ｉ 参照文献の書誌記述．情報管理．1976，18（11），p. 892-

901．
 （7） 書誌的情報の記述に関する基準（案） II 参照文献の書誌記述．情報管理．1976，18（12），p. 964-

974．
 （8） 高野史子．年代記ノート：日本の医学雑誌略名表．医学図書館．1977，24（3），p. 111-117．
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 （9） 大井正一，上田修一，尾川多恵子，草間基，小松原康敏，寺村由比子．“書誌的情報の記述に関す
る基準”．第 13回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1976-09-27/28．日本科学技術情報セ
ンター，1977，p. 95-103．

 （10） 科学技術情報流通技術基準検討会　第２作業グループ．雑誌名の略記に関する基準案．情報管理．
1977，20（1），p. 2-8．

 （11） 書誌的情報における機関名表記に関する基準案  概要．科学技術文献サービス．1978，（50）， 
p. 42-47．

 （12） 溝口歌子，上田郁子，桜井園子，寺村由比子，長山泰介．“書誌的情報における機関名表記に関す
る基準案”．第 15回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1978-10-12/13．日本科学技術情報
センター，1979，p. 233-239．

1980-1984

 （13） 丸山昭二郎，久保田実，小松原康敏，坂本徹朗，内藤衛亮，南波通宏．“書誌的情報交換用レコー
ドフォーマット（外形式）基準案”．第 16回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1979-10-

18/19．日本科学技術情報センター，1980，p. 213-220．
 （14） 富永勲．ドキュメンテーション分野における標準化活動 III ―わが国の現状（関係各機関の活動を

中心として）―．情報管理．1980，23（1），p. 18-25．
 （15） 富永勲．図書館の目：科学技術情報流通技術基準（SIST）について．現代の図書館．1982，20（1），

p. 18-19．
 （16） 島村隆夫，前田直昭．SIST 07「学術雑誌の構成とその要素（案）」の評価  学術雑誌および技術ジャー

ナルの立場から．ドクメンテーション研究．1983，33（11），p. 555-565．
 （17） 富永勲．ドキュメンテーション分野における標準化活動 IV  SIST作成の現状と今後．情報管理．

1983，26（8），p. 628-639．
 （18） 富永勲．ドキュメンテーション分野における標準化活動 V  SIST 01-07の概要と 08以降．情報管理．

1983，26（9），p. 706-717

 （19） 佐々木敏雄，亀山芳子，桜井園子，戸塚隆哉，村竹徹勇，山田猛．“科学技術情報流通技術基準（SIST）  
学術雑誌の構成とその要素（案） ”．第 20回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1983-11-

01/02．日本科学技術情報センター，1984，p. 155-158．
 （20） 仲本秀四郎，上田修一，神尾達夫，田村貴代子，内藤衛亮，南波通宏．“SIST04書誌的情報交換

用レコードフォーマット（内形式） ”．第 20回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1983-11-

01/02．日本科学技術情報センター，1984， p. 159-165．

1985-1989

 （21） 小路信次．科学技術情報流通技術基準（SIST）について．ファルマシア．1985，21（4），p. 329．
 （22） 楢本みよ子，成井恵子．国内原子力レポートの構成要素と記載事項．ドクメンテーション研究．

1985，35（11），p. 571-582．
 （23） 佐々木敏雄，石井透，川島勝，清水昭郎，鈴木博道，武藤茂春．“科学技術情報流通技術基準  学

術論文の構成とその要素（案） ”．第 21回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1984-10-

23/24．日本科学技術情報センター，1985，p. 151-153．
 （24） 仲本秀四郎，田村俊作，寺村由比子，西垣幸雄，玉井鉄夫，中川昭太郎．“科学技術情報流通技術
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基準  参照文献の書き方”．第 21回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1984-10-23/24．日本
科学技術情報センター，1985，p. 155-161．

 （25） 中村幸雄．“今，何ゆえに標準化か：「標準化」とはなにか，なぜ「標準化」か”．ドクメンテーショ
ン研究．1986，36（12），p. 570-575．

 （26） 中倉良夫．“今，何ゆえに標準化か：二次情報作成側からみた標準化の必要性（その１）日本科学
技術情報センターでの体験”．ドクメンテーション研究，1986，36（12），p. 591-596．

 （27） 田村喜代子．“今，何ゆえに標準化か：二次情報作成側からみた標準化の必要性（その２）国立国
会図書館での体験”．ドクメンテーション研究．1986，36（12），p. 597-603

 （28） 矢嶋祐次．“今，何ゆえに標準化か：科学技術情報流通技術基準（SIST）について”．ドクメンテー
ション研究．1986，36（12），p. 610-615．

 （29） 矢嶋祐次．MARCと書誌データをめぐって：科学技術情報流通技術基準（SIST）について．現代
の図書館．1987，25（3），p. 176-179．

 （30） 仲本秀四郎，神尾達夫，高野文雄，田村貴代子，田村俊作，内藤衛亮，門条司．“科学技術情報
流通技術基準 SIST10「書誌データの記述」”．第 23回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，
1986-10-02/03．日本科学技術情報センター，1987，p. 185-191．

 （31） 科学技術情報流通の標準化に関するシンポジウム講演予稿集―SIST制定・普及活動 15周年記念―．
東京，1988-03-18，科学技術庁・日本科学技術情報センター共催．科学技術庁科学技術振興局科学
技術情報課，1988，67 p.

 （32） 集会報告：科学技術情報流通の標準化に関するシンポジウム―SIST制定・普及活動 15周年記念―．
情報管理．1988，31（2），p. 180-182．

 （33） 中村幸雄．科学技術情報流通における標準化．情報管理．1988，31（3），p. 199-211．
 （34） 長山泰介．SIST 15年の歩み．情報管理．1988，31（3），p. 212-225．
 （35） 内藤衛亮．最近の標準化の話題：JIS化　総論．情報の科学と技術．1988，38（9），p. 479-492．
 （36） 石山洋．科学技術情報流通技術基準SIST13―原案作成の経緯について．書誌索引展望．1989，13（3），

p. 21-25．
 （37） 仲本秀四郎，小野寺夏生，矢嶋祐次，喜多村政美，小松原康敏，大保信夫，門条司．“SIST 11-

1987 数値型情報交換用レコード構成（案） ”．第 25回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，
1988-10-11/12．日本科学技術情報センター，1989，p. 189-193．

 （38） 田中一雄，松永隆．“「SIST 11-1987 数値型情報交換用レコード構成（案）」の検証について”．第
25回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1988-10-11/12．日本科学技術情報センター，1989， 
p. 195-228．

 （39） 山本豊．参照文献の書き方：SIST 02-1984を中心に．薬学図書館．1989，34（2），p. 112-122．

1990-1994

 （40） 石山洋，戸田慎一，倉田敬子，山本修，白山邦彦．“SIST13科学技術情報流通技術基準「索引作成」
（案） ”．第26回情報科学技術研究集会発表論文集．東京，1989-10-05/06．日本科学技術情報センター，

1990，p. 169-174．
 （41） 長沢雅男．SIST13をめぐって：索引作成基準（案）についての私見．書誌索引展望．1990，14（1），

p. 1-3．
 （42） 上田修一．SIST13をめぐって：「索引作成」基準の課題．書誌索引展望．1990，14（1），p. 3-6．
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 （43） 岡谷大．SIST13をめぐって：SIST13「索引作成（案）」の一考察―ターミノロジーと機械可読テ
キストの 70観点から．書誌索引展望．1990，14（1），p. 7-10．

 （44） 高山正也．SIST13をめぐって―科学技術情報流通技術基準 SIST13（案）―「索引作成」（案）を読んで．
書誌索引展望．1990，14（2），p. 35-37．

 （45） 内藤衛亮．SIST13をめぐって：標準化活動から見た SIST13．書誌索引展望．1990，14（4）， 
p. 22-26．

 （46） 平松勝利．SIST13をめぐって：編集者のノウ・ハウとしての基準―出版編集者からの私見．書誌
索引展望．1990，14（4），p. 26-28．

 （47） 中村幸雄．論文と抄録の書き方．情報科学技術協会．1990，134 p.

 （48） 田中義麿，田中潔．科学論文の書き方．裳華房，増補第 32版，1990，403 p.

 （49） 牛嶌一朗．標準化活動の概要―ISO/TC46の動向を中心に：第 3部 国内標準化活動：SIST―情報
の流通促進のための標準化事業．現代の図書館．1992，30（3），p. 226-229．

 （50） 真弓育子．情報流通のための標準化：情報に関わる標準化活動の現状と課題．情報の科学と技術．
1992，42（5），p. 408-414．

 （51） 松本浩一．情報流通のための標準化：書誌記述に関わる標準化．情報の科学と技術．1992，42（5），
p. 415-421．

 （52） 藤田節子．技術文献を作る：書誌データ作り．標準化と品質管理．1992，45（7），p. 28-34

 （53） 明野吉成．わが国の情報流通施策：科学技術情報政策と NlST構想の現状．情報の科学と技術．
1993，43（6），p. 498-504．

 （54） 日本科学技術情報センター．科学技術情報流通技術基準（SIST）と学協会誌の現状について：
SIST 02,07,08の普及状況調査報告．情報管理．1993，36（6），p. 507-520．

1995-1999

 （55） 高山正也．「超」論文作法　論文執筆のすすめ：学術論文の標準的な構成：SIST08に準拠して．
情報の科学と技術．1995，45（4），p. 171-175．

 （56） 甲斐靖幸．電子文献を参照した場合の参照文献の書き方．情報管理．1996，39（5），p. 354-358．
 （57） 甲斐靖幸．インターネットで入手した文献の参考文献記載法．看護と情報．1997，4，p. 3．
 （58） 石塚英弘，石鍋正俊，長田孝治，越塚美加，高橋征生，千葉博，甲斐靖幸．科学技術論文の文書構造：

全文データベースとその電子的交換流通の観点から．情報管理．1997，40（9），p. 756-769．
 （59） 石塚英弘，石鍋正俊，長田孝治，越塚美加，高橋征生，千葉博，甲斐靖幸．“多様な情報伝達手段

を指向した科学技術論文の電子出版と電子投稿”．第 35回情報科学技術研究集会予稿集．東京，
1998-10-12/13，科学技術振興事業団．1998，p. 44-47．

2000-2004

 （60） 登坂善四郎，塩田純子，高橋あき子．看護系紀要の編集と科学技術情報流通技術基準（SIST）へ
の対応．看護と情報．2001，8，p. 10-22．

 （61） 藤田節子．電子文献の参照をめぐる問題点．情報の科学と技術．2001，51（4），p. 239-244．
 （62） 古谷実．電子文献の参照をどう書くか：SIST 02補遺の公刊にあたって．情報管理．2001，44（7），

p. 470-477．
 （63） 寺村由比子．書誌的情報の記述から電子文献参照へ：「SIST 02 参照文献の書き方」の変遷と展開．
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情報の科学と技術．2002，52（1），p. 41-46．

2005-2011

 （64） 大沼哲也．Webによる図書館サービスの可能性を探る：SIST02（補遺）電子文献参照の書き方．
図書館雑誌．2005，99（2），p. 90-91．

 （65） 宮澤彰．情報活動と標準規格：総論　情報標準の世界．情報の科学と技術．2006，56（7）， 
p. 302-306．

 （66） 古谷実．改訂された「参照文献の書き方」―SIST 02 2007年版について―．情報管理．2007，50（3），
p. 155-161．

 （67） 菅野育子．書誌記述における雑誌名と機関名の扱い：SIST 05，SIST 06の改訂による完全表記．
情報管理．2007，50（3），p. 162-166．

 （68） 阿部篤史．ごぞんじですか ?　SISTのいま．専門図書館．2007，（224），p. 30-32．
 （69） 松坂敦子，渋谷綾子，早川千鶴，三村沙矢香，成田俊行．学術雑誌，紀要類の書誌記述フォーマッ

トの現状評価．情報管理．2008，50（11），p. 765-773．
 （70） 和田光俊，時実象一．J-STAGEにおける雑誌編集に関する推奨基準．情報管理，2008，51（4）， 

p. 273-280．
 （71） 藤田節子．レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方．日外アソシエーツ．2009，144 p.

 （72） 林紘一郎，名和小太郎．引用する極意　引用される極意．勁草書房．2009，225 p.

 （73） 大山敬三，時実象一．学術情報環境の変化に対応する学術出版の道しるべ：SIST 07/08の改訂に
よる学術雑誌 ･学術論文の新たな作成基準．情報管理，2011，53（10），p. 544-553．
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２．SISTの活用 
　2. 1　SISTの対象者と活用のメリット
　　SISTの対象者としては，編集者，著者，データベース作成者，二次資料作成者，図書館員，情報提供サー
ビス者等を挙げることができる。ここでは，それらの人達に対しての活用のメリットを述べる。 

　　（1） 編集者 
　　　　SISTの対象者としては，まず学協会等の編集者を挙げることができる。編集者が論文の投稿規

程を作成あるいは改訂する際には以下の基準が指針となる。 

　　　　　SIST 08 学術論文の執筆と構成
　　　　　SIST 01 抄録作成 

　　　　　SIST 02 参照文献の書き方 

　　　　　SIST 05 雑誌名の表記 

　　　　　SIST 06 機関名の表記 

　　　　　SIST 14 電子投稿規定作成のためのガイドライン 

　　　　また，学術雑誌，科学技術レポート，会議予稿集を作成する際には，それぞれ以下の基準が指
針となる。 

　　　　　SIST 07 学術雑誌の発行と構成
　　　　　SIST 09 科学技術レポートの様式 

　　　　　SIST 12 会議予稿集の様式 

　　　　　SIST 13 索引作成 

　　（2） 著者 
　　　　著者の場合は通常，各学協会等で定められている投稿規程に従って論文を執筆するが，それが

無い場合，あるいは完備されていない場合は，同じく以下の基準が指針となる。 

　　　　　SIST 08 学術論文の執筆と構成
　　　　　SIST 09 科学技術レポートの様式 

　　　　　SIST 01 抄録作成 

　　　　　SIST 02 参照文献の書き方 

　　　　　SIST 05 雑誌名の表記 

　　　　　SIST 06 機関名の表記 

　　　　　SIST 14 電子投稿規定作成のためのガイドライン 

　　（3） データベース作成者 
　　　　データベース作成者にとっては，書誌的情報と数値情報のレコードフォーマット，あるいは個々

の書誌データ等の記載要領を定めている以下の基準が指針となる。 

　　　　　SIST 03 書誌的情報交換用レコードフォーマット（外形式） 
　　　　　SIST 04 書誌的情報交換用レコードフォーマット（内形式） 
　　　　　SIST 10 書誌データの記述 

　　　　　SIST 11 数値情報交換用レコード構成 

　　　　また，全文データベースに関しては，「SIST 14 電子投稿規定作成のためのガイドライン」が参
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考になる。

　　（4） 二次資料作成者，図書館員，情報提供サービス者等 
　　　　SISTでは，一次資料作成者に対し書誌事項を漏れなく記載するよう指示しているので，それを

元に作成する二次資料作成者，データベース作成者，あるいは書誌事項に基づいて管理する図書
館員等の資料管理者，また書誌事項を頼りに検索する情報提供サービス者にとって助けとなる。 

　　　　以下に，科学技術情報を作成する著者，編集者及びデータベース作成者が，記載方法などで疑
問を生じた際，どのSISTのどこを見ればよいかをＱ＆Ａ方式で記載している。 

　2. 2　編集者，著者の立場から
　　編集者にとっては，以下の項目全てが参考になる。著者が論文を作成する場合，通常投稿先の投稿
規程に従うが，そこに記載していない事項などについては本SISTが参考になる。なお，下記で矢印の
先の項番は，参照すべき各SISTにおける項番を表している。
　（1）　学術雑誌を発行するとき → SIST 07　学術雑誌の発行と構成
  ・ 表紙には何を記載したらよいか → 4.1　表紙 

  ・ 標題紙には何を記載したらよいか →  4.6　標題紙 

  ・ 目次には何を記載したらよいか →  4.3　目次 

  ・ 目次はどこに掲載したらよいか → 5.7　目次 

  ・ 総目次には何を記載したらよいか → 4.7　総目次 

  ・ 論文の第1ページ目には何を記載したらよいか
   → 4.4　論文　（SIST 08参照） 
  ・ 論文はどう書けばよいか → 5.8　論文　（SIST 08参照） 
  ・ 奥付又はマストヘッドには何を記載したらよいか
   → 4.2　奥付又はマストヘッド 

  ・ 柱には何を記載したらよいか → 4.5　柱 

  ・ 索引の掲載はいつがよいか →  4.8，5.10　索引　（SIST 13参照） 
  ・ 誌名はどう決めればよいか → 3.1　誌名 

  ・ 誌名はどう書けばよいか → 5.1　誌名 

  ・ 巻号はどう決めればよいか → 3.7　巻・号・発行日等
  ・ 巻号数はどう書けばよいか → 5.3　巻・号・発行日等
  ・ ページ付けはどう決めればよいか → 3.8　ページ付け
  ・ ページはどう書けばよいか → 5.4　ページ 

  ・ ページに代えて論文番号を使えるのか → 3.8　ページ付け
  ・ 発行年はどう書けばよいか → 5.3　巻・号・発行日等
  ・ 発行者名及び発行所在地等はどう書けばよいか
   → 5.5　発行者名及び発行者所在地等 

  ・ ISSNはどこに書けばよいか → 5.2　ISSN

  ・ 著作権表示はどうすればよいか → 5.9　著作権情報 

  ・ 投稿規程ではどのような事項を規定すればよいのか
   → 3.13　投稿規程の制定と公開
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  ・ 投稿規程はどのように周知すればよいか
   → 3.13　投稿規程の制定と公開，4.9　投稿規程
  ・ 誌名の変更はどうすればよいか →  3.1，5.1　誌名 

  ・ 誌名を変更するとISSNも変わるのか → 3.5　ISSN

  ・ 雑誌の合併と分割はどうすればよいか → 3.2　雑誌の合併と分割
  ・ 発行順序の変更や休刊の場合どうすればよいか
   → 3.6　発行頻度と順序 

  ・ 正誤表はどこに掲載したらよいか →  3.11　訂正記事・撤回
  ・ 論文の誤りはどのように訂正すればよいか
   → 3.11　訂正記事・撤回
  ・ 冊子版とオンライン版で発行するにはどうすればよいのか
   → 3.4　複数の媒体での発行等
  ・ 冊子版とオンライン版ではISSNも変わるのか
   → 3.5　ISSN

  ・ 電子ジャーナル掲載論文にはDOIが必要なのか
   → 3.9　DOI

  ・ 電子ジャーナルの早期公開論文はどのように扱えばよいのか
   → 3.10　早期公開

　（2）　科学技術レポートを作成するとき → SIST 09　科学技術レポートの様式
  ・ 表紙には何を記載したらよいか → 3.1　表紙 

  ・ 標題紙には何を記載したらよいか → 3.2　標題紙 

  ・ ドキュメントシートには何を記載したらよいか
   → 3.3　ドキュメントシート 

  ・ ドキュメントシートの様式はどうすればよいか
   → 4.17　ドキュメントシートの様式 

  ・ 前部には何を記載したらよいか → 3.4　前部 

  ・ 本体部には何を記載したらよいか → 3.5　本体部 

  ・ 後部には何を記載したらよいか → 3.6　後部 

  ・ 奥付には何を記載したらよいか → 3.7　奥付 

  ・ レポート番号はどう書けばよいか → 4.1　レポート番号 

  ・ レポート名はどう書けばよいか → 4.2　レポート名 

  ・ 標題はどう書けばよいか → 4.3　標題 

  ・ 著者名はどう書けばよいか → 4.4　著者名 

  ・ 著者の所属機関名とその所在地はどう書けばよいか 

   → 4.5　著者の所属機関名とその所在地 

  ・ 発行者名とその所在地はどう書けばよいか
   → 4.6　発行者名とその所在地 

  ・ 関連機関とその所在地はどう書けばよいか
   → 4.7　関連機関名とその所在地 
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  ・ 配布者名とその所在地はどう書けばよいか
   → 4.8　配布者名（又は販売者名）とその所在地 

  ・ 発行年月日はどう書けばよいか → 4.9　発行年月日 

  ・ レポート作成に関わる年月日はどう書けばよいか
   → 4.10　レポート作成に関わる年月日 

  ・ レポートの種類・版表示はどう書けばよいか
   → 4.11　レポートの種類・版表示 

  ・ 著作権表示はどうすればよいか → 4.12　著作権表示 

  ・ 機密保護の指定はどうすればよいか → 4.13　機密保護の指定 

  ・ 調査・研究の種類はどう書けばよいか → 4.14　調査・研究の種類 

  ・ 注記はどう書けばよいか → 4.16　注記 

  ・ 抄録はどう書けばよいか → 5.1　抄録　（SIST 01参照） 
  ・ キーワードはどう書けばよいか → 5.2　キーワード 

  ・ 分類記号はどう書けばよいか → 5.3　分類記号 

  ・ 序文はどう書けばよいか → 5.4　序文 

  ・ 目次はどう書けばよいか → 5.5　目次 

  ・ 記号・略号・用語等のリストはどう書けばよいか
   → 5.6　記号・略号・用語等のリスト 

  ・ 本文はどう書けばよいか → 5.7　本文 

  ・ 見出しの番号付けはどうすればよいか → 5.7.2　見出しの番号付け 

  ・ 図・表の番号付けはどうすればよいか → 5.7.3　図・表の番号付け 

  ・ 箇条書きの番号付けはどうすればよいか
   → 5.7.4　箇条書きの番号付け 

  ・ 注及び脚注はどう書けばよいか → 5.8　注及び脚注 

  ・ 参照文献はどう書けばよいか → 5.9　参照文献　（SIST 02参照） 
  ・ 付録はどう作成すればよいか → 5.10　付録 

  ・ 索引はどう作成すればよいか → 5.11　索引　（SIST 13参照） 
  ・ １冊子多論文のレポートはどう作成すればよいか
   → 6.1.1　１冊子多論文のレポート 

  ・ 多冊子一論文のレポートはどう作成すればよいか
   → 6.1.2　多冊子１論文のレポート 

  ・ 同一テーマで発行される一連のレポートはどう作成すればよいか 

   → 6.2　同一テーマで発行される一連のレポート 

　（3）　学会の年会等を開催し，会議予稿集を作成するとき
   → SIST 12　会議予稿集の様式
  ・ 表紙には何を記載すればよいか → 3.1　表紙 

  ・ 背表紙には何を記載すればよいか → 3.2　背表紙 

  ・ 目次には何を記載すればよいか → 3.3　目次 

  ・ 目次の掲載箇所はどこが望ましいか → 4.13　目次　 
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  ・ 講演要旨には何を記載すればよいか → 3.4　講演要旨 

  ・ 講演要旨はどう書けばよいか → 4.14　講演要旨 

  ・ 柱には何を記載すればよいか → 3.5　柱 

  ・ 索引には何を記載すればよいか → 3.6　索引　（SIST 13参照） 
  ・ 索引の掲載箇所はどこが望ましいか → 4.15　索引　（SIST 13参照） 
  ・ 奥付には何を記載すればよいか → 3.7　奥付 

  ・ 会議名はどう書けばよいか → 4.1　会議名 

  ・ 会議の開催期日はどう書けばよいか → 4.2　会議の開催期日 

  ・ 会議の開催場所・開催地はどう書けばよいか
   → 4.3　会議の開催場所・開催地 

  ・ 会議の関係団体名はどう書けばよいか → 4.4　会議の主催・共催・協賛・後援等の機関・団体名 

  ・ 会議予稿集名はどう決めればよいか → 4.5　会議予稿集名 

  ・ 会議予稿集の発行機関・団体名及びその所在地はどう書けばよいか 

   → 4.6　会議予稿集の発行機関・団体名及びその所在地 

  ・ 会議予稿集の発行年・発行日はどう書けばよいか
   → 4.9　会議予稿集の発行年・発行日 

  ・ 会議予稿集の印刷日はどう書けばよいか
   →  4.10　会議予稿集の印刷日  

  ・ 会議予稿集の入手方法はどう書けばよいか
   → 4.11　会議予稿集の入手方法 

  ・ 会議予稿集の著作権はどう表示すればよいか
   → 4.12　会議予稿集の著作権 

  ・ 会議予稿集のページ付けはどうすればよいか
   → 4.16　ページ付け 

  ・ 継続発行の場合どうすればよいか → 5.1　継続発行の場合 

  ・ 分冊の場合どうすればよいか → 5.2　分冊の場合 

  ・ 会議予稿集の大きさはどうすればよいか
   → 5.4　会議予稿集の大きさ 

　（4）　論文を書くとき → SIST 08　学術論文の執筆と構成
  ・ 論文の構成はどうすればよいか → 4.　論文の構成要素 

  ・ 既発表の内容を論文発表してよいか → 3.2　同一の研究内容の投稿
  ・ 標題はどう書けばよいか → 5.1　標題 

  ・ 研究助言者・支援者も著者に含めるのか
   → 3.4 著者の範囲
  ・ 著者名はどう書けばよいか → 5.2　著者名 

  ・ 著者の所属機関等はどう書けばよいか → 5.3　著者の所属機関等 

  ・ 抄録はどう書けばよいか → 5.4　抄録　（SIST 01参照） 
  ・ キーワードはどう書けばよいか → 5.5　キーワード及び分類
  ・ 用字用語はどうすればよいか → 5.6.2　用字用語，記号等 
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  ・ 見出しの番号付けはどうすればよいか → 5.6.3　見出しの番号付け 

  ・ 図･写真･表の番号付けはどうすればよいか
   → 5.6.4　図・写真・表の番号付け 

  ・ 謝辞はどう書けばよいか → 5.8　謝辞 

  ・ 参照文献はどう書けばよいか → 5.9　参照文献　（SIST 02参照） 
  ・ 動画や測定データ等の電子データはどうすればよいか
   → 5.11 電子的補助資料

　（5）　抄録を書くとき → SIST 01　抄録作成
  ・ 抄録作成の際の留意点 → 4.　抄録の書き方 

  ・ 抄録の長さについて → 3.3　抄録の標準的長さ 

  ・ 抄録にはどの言語を使えばよいか → 3.4　抄録に使用する言語 

  ・ 原記事の種類により抄録はどう書けばよいか
   → 5.　原記事の種類による抄録の特徴 
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